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WB 1:1000-1:2000,FC 1:20-1:100

Calculated MW: 45 kDa ; Observed MW: 52,60 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	クロマチン形成の調節に関与し、細胞増殖の調節に寄与する可能性があります。
	研究分野
	-
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	Jurkat 細胞溶解物中の NAP1L1 発現のウェスタン ブロット分析。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:1K に希釈して室温で 1 時間使用します。

